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特集 近畿病院図書室協議会第８７回研修会

コクラン共同計画とＥＢＭ：Ｍｅｄ卜ｎｅ

データペースをめぐる新しい動向

山 崎 茂 明

１．医学都市としてのボルチモア

アメリカ東海岸の都市ボルチモアは、港湾

都市として栄えてきたが、車と飛行機の時代

となり衰退した。この街を再生させるために、

ウオターフロントの再開発を行い、現在はコ

ンベンションシティーとして成功している。

ボルチモアには、ジョンズホプキンズ大学と

メリーランド大学にふたつの有名な医学校か

おる。ジョンズホプキンズ大学医学校は１８９３

年に、ｗ．ウェルチ、ｗ．オスラー、ｗ．ハルス

テッド、Ｈ．ケリーの４名を中心に、ドイツ医

学をモデルに創立され、その後のアメリカの

医学教育を方向付けた。１９世紀後半は、解剖

学と臨床についての講義を受けただけの質の

悪い医師が、アメリカの医療を信頼のできな

いものとしていた。南北戦争後のアメリカ各

地では、医学教育の改善の試みが開始された。

ジョンズホプキンズ大学医学校は、経験や体験

でなく、 科学的な医学（ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃｍｅｄｉｃｉｎｅ）

の確立を目指し、 病院での臨床実習と実験

室での科学的なアプローチを強化した。オス

ラーはその後５０年にわたり版を重ねることに

なった内科書をつくり、ケリーは現在でもス

タンダードとして利用されているアメリカ医

師の人物録を編集し、そしてウェルチは彼の

名を冠した医学図書館をつくりあげた。創設

時の教授たちは、科学的な医学を実践するた

めに、医学知識の重要性に気がついていた。

今日のウェルチ医学図書館には、マセンソン

やまざき しげあき：愛知淑徳大学文学部図書館情報学科助教授

レポートで著名なＮ．マセンソン女史が館長を

務めていた。

このジョンズホプキンズ大学医学校創設時

に忘れてはならない人物としてＪ．Ｓ．ビリング

ズかおり、彼は医学校開設４年前の１８８９年に、

医学教育の場としての優れた附属病院の設計

を行った。周知のようにビリングズは、１８７９

年にＩｎｄｅｘＭｅｄｉｃｕｓを創刊した人物であり、

医学知識の普及こそが、医学の発展の基礎に

なることを知っていた人でもある。ジョンズ

ホプキンズ大学医学校を作りあげた人々は、

科学的医学（ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃｍｅｄｉｃｉｎｅ）を実践し

ていくために、医学知識がキーポイントであ

ると考えていた。

その１世紀後のボルチモアで、 Ｅｖｉｄｅｎｃｅ

ＢａｓｅｄＭｅｄｉｃｉｎｅを目標にボルチモア・コクラ

ンセンターは米国国立医学図書館（ＮＬＭ）と協

力し、 Ｍｅｄｌｉｎｅデータベースの改良を目指し

ていた。”ＥｖｉｄｅｎｃｅＢａｓｅｄ”とば Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ”

を、より具体的に表現した今日的なキーワー

ドである。ボルチモア・コクランセンターは、

メリーランド大学医学校に所属しており、イ

ギリスのオックスフォードにあるＵＫコクラン

センターと並び、コクラン共同計画の中心的

な機関となっている。

２． Ｍｅｄｌｉｎｅデータベースの発展

１８７９年に創刊されたＩｎｄｅｘＨｅｄｉｃｕｓをもと

に、医学の研究と臨床に役立つ最も重要な文

献データベースとして Ｍｅｄｌｉｎｅは発展してき

た。データベースとして１９６６年から蓄積され
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た文献数も９００万レコードを達成している。

この Ｍｅｄｌｉｎｅは１９７０年代から生物医学研究が

盛んになるとともに、研究指向の強いデータ

ベースという色彩が強くなった。そこで、日

常の臨床にふさわしい文献を適切に選択で き

ることが求められ、そのひとつとしてＭｅＳＨを

中心とした用語選択の困難さを改善するため

に ＵＭＬＳ（ＵｎｉｆｉｅｄＭｅｄｉｃａｌ ＬａｎｇｕａｇｅＳｙｓｔｅｍ）

研究プロジェクトが始められた。１９９７年７月

には、 ＮＬＭによるＦｒｅｅ Ｍｅｄｌｉｎｅサービスがイ

ンターネットを通して提供され、一般の人 々

が気軽に利用で きるものになった。

最近の Ｍｅｄｌｉｎｅデータベ ースの発展を考え

る時に、質の高い臨床情報の提供という視点

から、 Ｍｅｄｌｉｎｅデータベースの制作機関であ

る ＮＬＭとＣｏｃｈｒａｎｅＣｏｌｌａｂｏｒａｔｉｏｎ（コクラン

共同計画）との連係が注目されるだろう。 コ

クラン共同計画は、科学的な証拠にもとづい

て最適な医療サービス（ＥＢＭ：ＥｖｉｄｅｎｃｅＢａｓｅｄ

Ｍｅｄｉｃｉｎｅ）を提供するために、科学的な証明

力の高いＲＣＴ（ＲａｎｄｏｍｉｚｅｄＣｏｎｔｒｏｌｌｅｄＴｒｉａｌ）

やＣＣＴ（ＣｏｎｔｒｏｌｌｅｄＣｌｉｎｉｃａｌ Ｔｒｉａｌ）の報告を

収集しそれらを系統的にレビューし、最終的

にＴｈｅＣｏｃｈｒａｎｅＬｉｂｒａｒｙデータベースとして
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情報の提供をはかろうとしている。

ＮＬＭは、 ＲＣＴや ＣＣＴ にもとづく文献へのア

クセスを改善することによって、生物医学文

献へのより一層の利用を計ることの重要性を

認識している。そこで、ＲＣＴとＣＣＴの文献を識

別し、多くのタグ付けされていない文献の遡

及的タグ付け作業行うために、国際的なコク

ランセンターのひとつであるボルチモア・コ

クランセンターと、 Ｍｅｄｌｉｎｅデータベースの

Ｒｅｔａｇｇｉｎｇプロジェクトを開始した。 このプ

ロジェクトにより、 Ｍｅｄｌｉｎｅデータベースを

通して、臨床家や一般の人々へのＲＣＴやＣＣＴと

いった臨床試験文献の提供を目指している。

３． ＥＢＭと出版タイプ

科学的な確かさに基礎づけられた医療（ＥＢＭ）

は、信輸＼生の高い知識に基づいた臨床サービ

スの提供によって成立する。薬物治療や手術

等の様々な医療における介入（ｉｎｔｅｒｖｅｎｔｉｏｎ）

は、その確かさの根拠が明らかなものでなけ

ればならない。その意味で、無作為化比較試

験（ＲＣＴ）を行った論文の価イ直は、特に高いも

のがある。しかし、検索結果をこのＲＣＴで絞

り込むことの重要性が、 Ｍｅｄｌｉｎｅの利用者に

ボ ル チ モ ア の イ ン ナ ー ハ ー バ ーに て （１９９８年 ２月 ）

１００

ＳＳ８．



病院図書室 Ｖｏｌ．１８Ｎａ３，１９９８

十分に理解されていない。

Ｍｅｄｌｉｎｅデータベースでは、 １９９１年から出

版タイプ（ＰｕｂｌｉｃａｔｉｏｎＴｙｐｅ）のフィールドを

新設し、その数は１９９８年現在で８５にのぼって

いる。Ｒｅｖｉｅｗ、Ｊｏｕｒｎａｌ Ａｒｔｉｃｌｅ、Ｅｄｉｔｏｒｉａｌ、

Ｌｅｔｔｅｒ、Ｂｉｏｇｒａｐｈｙなどの 論文の種類を示す

ものから、出版倫理や方法論に関する文献タ

イプなどが識別できる。方法論についての出

版タイプには、ＣｌｉｎｉｃａｌＴｒｉａｌｓ（Ｐｈａｓｅ１－４）、

ＲａｎｄｏｍｉｚｅｄＣｏｎｔｒｏｌｌｅｄＴｒｉａｌ、Ｍｕｌｔｉｃｅｎｔｅｒ

ｓｔｕｄｙ、 ＣｏｎｔｒｏｌｌｅｄＣｌｉｎｉｃａｌＴｒｉａｌ、Ｍｅｔａ

Ａｎａｌｙｓｉｓなどがある。また、論文の種類を示

すタイプのなかにも、Ｇｕｉｄｅｌｉｎｅ、Ｃｏｎｓｅｎｓｕｓ

ＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔＣｏｎｆｅｒｅｎｃｅなどの用語があり、

これらを使用して標準的な治療についての信

頼匪の高い臨床情報を特定できる。このよう

に、出版タイプを活用した検索を行うことで、

ＥＢＭの視点から適切な文献情報の検索が可能

である。出版タイプを活用しｅｖｉｄｅｎｃｅの明瞭

な文献情報を検索し医療サービスに役立てる

ことがポイントである。

４。 コクラン共同計画とＲｅｔａｇｇｉｎｇプロジェ

クト

ＥＢＭを支える知識基盤として、 コクラン共

同計画が存在している。 イギリスの人医師

ＡｒｃｈｉｅＣｏｃｈｒａｎｅの名を冠したコクラン共同

計画は、１９９２年にイギリス国民保健サービス

（ＮａｔｉｏｎａｌＨｅａｌｔｈＳｅｒｖｉｃｅ）の 一環として始

まり、現在世界的に急速に展開している医療

技術評価のプロジェクトである。Ｃｏｃｈｒａｎｅの

主張は、人々へ提供される医療サービスは、

無作為化比較試験によって導かれた明らかな

証拠にもとづくべきであるといものである。

彼のアイディアは明解であり、医療関係者だ

けでなく一般の人々にも広く認められるよう

になったが・、その考えを実行に移すのには２０

年近くの時間か必要であった。

無作為化比較試験を中心に、世界中の臨床

試験を系統的に収集し、それらの質的な評価

を行い、統計学的に吟味するといったシステ

マティック・レビューを行い、その結果を、

医療関係者や医療政策決定者、さらに消費者

に届け、合理的な意思決定に供することを目

的としている。 ＥＢＭの情報基盤と位置づけら

れるものであり、ＴｈｅＣｏｃｈｒａｎｅＬｉｂｒａｒｙデー

タベースとして制作され、信頼性の高い医療

情報の提供を行っている。そして、生物医学

領域で最も重要な文献データベースに発展し

ている Ｍｅｄｌｉｎｅの出版タイプのタグ付けに、

ボルチモアのコクランセンターが協力してい

る。

ボルチモア・コクランセンターはＲｅｔａｇｇｉｎｇ

プロジェクトを行い、すでに出版された生物

医学文献のなかでＲＣＴとＣＣＴによる臨床試験を

識別しタグ付けすることによって、 ＭＥＤＬＩＮＥ

データベースの改善を図っている。 ＭＥＤＬＩＮＥ

は、まだ適切なタグ付けがなされていない多

くの臨床試験文献を含んでいたからである。

このＲｅｔａｇｇｉｎｇプロジェクトにより、 １９９４年

から１９９７年の４年間に、新たにタグ付けされ

た件数は、８７，３１８件という大量なものになっ

ている。出版タイプを活用して Ｍｅｄｌｉｎｅデー

タベースを検索することで、質の高い文献を

発見できるであろう。

５。 おわりに

日本は世界の科学文献の生産において、高

い占有率をしめていたが、臨床試験と無作為

化比較試験に関する文献のシェアはその他の

主要先進国と比較して少ない。臨床試験への

取り組みの面で、まだ欧米に大きく立ち遅れ

ているといえよう。臨床試験をめぐるスキャ

ンダルも、時々新聞紙上を時々賑わしており、

最近では約８０００億円を稼ぎだしたという脳代

謝促進剤をめぐる日本の臨床試験の不備が指

摘されているが、科学的な研究活動のうえで

も多くの問題をかかえでいる。

医学図書館においては、情報サービスの現

場で、新しい視点から文献情報検索教育や指

導を行うことが、まず要請されると思う。特

に、Ｍｅｄｌｉｎｅの 出版タイプに示されるような

情報検索の視点からは、 ＥＢＭのための適切な

検索方法やアプローチを確立する必要性があ
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り、さらに検索教育プログラムに反映させる

ことが求められる。

本稿は、近畿病院図書室協議会第８７回研修

会（１９９８年 ７月３１日、神戸）で講演した内容

「病院図書館員をとりまく、今日的キーワー

ド： 図書館情報学」に基づいている。 また

雑誌 「あいみっくＪ１９巻４号（１９９８年）に発表

した 「ＥＢＭをめざしたＭｅｄｌｉｎｅデータベースと

ボルチモア・コクランセンターの協力」を参

考にしたものである。
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Ｄ別府宏圀、津谷喜一郎：コクラン共同計画
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資料集。 東京、サイエンス社、１９９７

コクラン共同計画の全体像を知るために役

に立つ。

２）Ｈｅｒｓｈ Ｗ：Ｅｖｉｄｅｎｃｅ－ｂａｓｅｄｍｅｄｉｃｉｎｅａｎｄ

ｔｈｅＩｎｔｅｒｎｅｔ． ＡＣＰＪ Ｃｌｕｂ１２５（１）：Ａ１４

－Ａ１６，１９９６

短い論文であるが、ＥＢＭの重要性と有用な利

用サイトの情報が示されている。

３）ＧｒｅｅｎｈａｌｇｈＴ：Ｈｏｗｔｏｒｅａｄａｐａｐｅｒ；ｔｈｅ

ｂａｓｉｃｓｏｆｅｖｉｄｅｎｃｅｂａｓｅｄｍｅｄｉｃｉｎｅ．

Ｌｏｎｄｏｎ，ＢＭＪＰｕｂｌｉｓｈｉｎｇＧｒｏｕｐ，１９９７

情報検索についても１章を割き、実践的にま

とめられている。
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